
9
September

● 特集　自分でできる防災対策 
● デマンド乗合タクシー利用申込者への確認作業開始 
● 子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券配布 
● 9／13　敬老会開催 
● 8／30　衆議院議員総選挙・最高裁裁判官国民審査 

9月号の 
主な内容 

〈平成21年8月1日現在〉 

●人口 20,272 人 （前月比－16人） 
　　男： 9,741 人 
　　女： 10,531 人 

●世帯数 7,040世帯 （前月比＋6世帯） 

2 0 0 9  vol .4 2

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 

7.30　ポーチュラカ 
(長尾ふれあいパーク花公園)

7.30　ポーチュラカ 
(長尾ふれあいパーク花公園)
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防
災
対
策
の
基
本
は
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
助
」
と
は
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
、「
共
助
」
と
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と

を
、「
公
助
」
と
は
、
個
人
や
地
域
の
力
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
県
や
市
町
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
、
公
的
機
関
が

行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
は
自
助
と
共
助
と
公
助
の
割
合

は
、
１
対
２
対
７
だ
と
考
え
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
が
起
き
れ
ば
自
助
と
共

助
と
公
助
の
割
合
は
、
７
対
２
対
１
に
な
る

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
防
災
対
策
を
考
え
る
上

で
最
も
重
要
な
の
は
「
自
助
」
の
部
分
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
を
事
前

に
し
て
お
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

原
始
的
な
方
法
で
安
否
確
認
を

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
一
番
大
事
な
こ

と
は
、
本
人
と
家
族
の
安
否
確
認
で
す
。

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
一
般
加
入
電
話
や

公
衆
電
話
で
は
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」（
ま

ず
１
７
１
番
に
か
け
て
、
後
は
音
声
案
内
に

従
い
ま
す
。）
が
、
携
帯
電
話
で
は
「
災
害
用

伝
言
板
」
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
「
災

害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
伝
言
板
」
が
利
用
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
機
能
は
万
能
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
地
震
な
ど
で
停
電
し
た
場
合
、
電
話

も
使
え
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

そ
う
い
う
場
合
を
想
定
す
る
と
、
安
否
確

認
を
日
ご
ろ
か
ら
容
易
に
で
き
る
工
夫
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活
用
し
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
家
族
み
ん
な

の
そ
の
日
の
予
定
を
こ
れ
に
書
き
込
み
、
家

の
中
で
一
番
目
に
付
く
所
に
置
い
て
お
き
ま

す
。
家
を
出
る
時
、
そ
れ
を
見
る
習
慣
を
つ

け
る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
性
と

避
難
場
所
を
知
る

　

ま
ん
の
う
町
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
「
防

災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
（
各
世
帯
に
地
区
別

の
物
を
配
布
済
み
。）、
そ
こ
に
は
避
難
場
所

＝
左
表
＝
や
浸
水
想
定
区
域
、
土
石
流
危
険

区
域
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
地
滑
り

危
険
区
域
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
家
の
周
辺
は
、
そ
の
地
図
上
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
避
難
場
所
ま
で
は

ど
う
行
け
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
で
災
害
時
に
避

難
で
き
る
一
次
避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た
の
家

は
大
丈
夫
？

　

地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
で
住
宅
が
被
害
を

受
け
る
こ
と
は
、
将
来
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
と
い
つ
の
時
代
も
住
宅
の
耐
震
診

断
と
耐
震
補
強
が
必
要
で
す
。
新
築
の
家
も

建
っ
た
瞬
間
か
ら
古
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

特
集　

自
分
で
で
き
る
防
災
対
策

自分で
できる
防災対策

防
災
の
要
は
、「
自
助
意
識
」
と
「
日
ご
ろ
の
準
備
」

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。
こ
の
日
は
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
関
東
大
震
災
の
発
生
や
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
の
「
伊

勢
湾
台
風
」
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と
を
契
機
に
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
に
対
し
て
は
、
常
日
ご
ろ
か

ら
の
準
備
が
重
要
で
す
が
、
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

行
政
の
み
な
ら
ず
み
ん
な
が
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
自
分
で
き
る
防
災
対
策
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

避難場所一覧表
地区 場　　　所

満濃

役場本庁
高篠ふれあいセンター
満濃保健センター
勤労青少年ホーム
なごみ館
高篠小学校
高篠公民館
四条小学校
四条公民館
満濃農改センター
満濃中学校
町防災センター
祓川児童館
満濃武道館
満濃南小学校
吉野公民館
吉野体育館
神野公民館
町農村婦人の家
長炭小学校

琴南

琴南支所
美合出張所
琴南公民館
琴南小学校
琴南農改センター
琴南中学校
旧琴南東小学校
川奥集会場

仲南

仲南支所
仲南小学校
仲南公民館
仲南農改センター
旧仲南北小学校
旧仲南西小学校
旧仲南東小学校

予備的避難場所一覧表
地区 場　　　所

満濃
満濃ヒルズカントリークラブ
国営讃岐まんのう公園中央広場

琴南 健康ふれあいの里
仲南 サン・スポーツランド仲南



3

今
は
大
丈
夫
で
も
年
数
が
た
っ
て
く
る
と
、

地
震
に
対
す
る
強
度
が
弱
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
震
で
住
宅
が
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、

た
と
え
小
さ
な
被
害
で
も
修
理
が
必
要
で
す
。

過
去
に
浸
水
被
害
を
受
け
た
住
宅
は
、
た
と

え
新
し
く
て
も
土
台
が
腐
っ
て
い
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
油
断
し
て
い
る
と
、
地
震
の

と
き
に
大
き
な
被
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

度
は
、
家
の
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
専
門
的
な
相
談
や
調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
先
】

■
耐
震
診
断

　

香
川
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
　

薀
０
８
７
（
８
２
１
）
４
２
８
０

■
耐
震
改
修

　

香
川
県
建
設
業
協
会
建
築
部
会

　
　

薀
０
８
７
（
８
２
２
）
２
３
２
２

災
害
情
報
を
入
手
す
る
に
は

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
町
の
音
声
告
知
放
送

（
消
防
庁
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ̶

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
り
災
害
情
報
な
ど

が
自
動
送
信
さ
れ
ま
す
。）
の
ほ
か
に
、
県

が
行
っ
て
い
る
「
避
難
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た

方
に
市
町
が
出
す
避
難
情
報
（
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
な
ど
）
が
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
る

も
の
で
す
。
家
に
い
な
い
時
も
メ
ー
ル
が
届

き
状
況
が
分
か
っ
た
り
、
地
域
を
指
定
で
き

る
の
で
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
の
状
況

が
確
認
で
き
た
り
し
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
、
携
帯
電
話
で
登
録
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
に
従
っ
て
登
録
し
て

い
く
だ
け
で
す
。

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク
セ
ス

　

http://kagaw
a.bousai.88island.jp

■ 

香
川
県
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
か
ら
ア
ク

セ
ス

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　

 iM
enu

↓
メ
ニ
ュ
ー
リ
ス
ト
↓
四
国
メ

ニ
ュ
ー
↓
タ
ウ
ン
情
報
／
行
政

▽au

　
 

Ｅ
ｚ
ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
↓
エ
リ
ア
↓
四
国

↓
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
・
行
政

▽SoftB
ank

　

 

メ
ニ
ュ
ー
リ
ス
ト
↓
地
域
メ
ニ
ュ
ー
↓
四

国
↓
四
国
メ
ニ
ュ
ー
行
政

【
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

先
】

香
川
県
防
災
局
危
機
管
理
課

　

薀
０
８
７
（
８
３
２
）
３
１
８
３

非
常
持
ち
出
し
品
の
定
期
点
検
を

　

非
常
持
ち
出
し
品
に
は
、
一
次
と
二
次
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
次
持
ち
出
し
品
と

は
、
地
震
な
ど
が
発
生
し
避
難
す
る
と
き
、

最
初
に
持
ち
出
す
べ
き
物
を
い
い
、
非
常
食

（
乾
パ
ン
や
缶
詰
な
ど
火
を
通
さ
な
く
て
も
食

べ
ら
れ
る
物
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
な
ど
）

や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
（
で
き
れ
ば
一

人
に
一
つ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
二
次

持
ち
出
し
品
と
は
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日

間
（
最
低
３
日
分
）
を
生
活
で
き
る
よ
う
に

準
備
し
て
お
く
物
を
い
い
、
飲
料
水
（
一
人

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
）
や
食
品
、燃
料
（
卓

上
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
固
形
燃
料
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
支
障
の
な
い
よ
う
、

持
ち
出
し
品
を
一
覧
表
に
し
て
確
認
し
た
り
、

食
品
類
の
賞
味
期
限
を
確
認
し
た
り
す
る
な

ど
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

応
急
手
当
の
仕
方
を
知
る

　

応
急
手
当
の
仕
方
を
知
る
一
番
効
果
的
な

方
法
は
、
応
急
手
当
の
講
習
を
受
講
す
る
こ

と
で
す
。
講
習
で
は
、
た
だ
方
法
を
講
師
か

ら
聞
く
だ
け
で
な
く
、
受
講
生
が
実
際
に
手

当
の
仕
方
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

実
践
的
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

い
方
を
学
ぶ
講
習
や
、
一
般
的
な
応
急
手
当

の
方
法
を
学
べ
る
「
救
急
講
習
」
を
消
防
署

が
行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
単
位
で
申
し
込

ん
で
、
実
際
に
経
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
総
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
０

　

ま
ん
の
う
町
の
防
災
対
策
は
、
行
政
だ
け

が
考
え
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん

も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
覚
を
改

め
て
持
ち
、
今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か

に
ど
ん
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
ま
ず

は
家
族
の
中
で
話
し
合
う
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。

　

古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
こ
と
わ
ざ
の
意

味
を
今
一
度
か
み
締
め
ま
し
ょ
う
。

特
集　

自
分
で
で
き
る
防
災
対
策

ＡＥＤ設置場所一覧表

地区 場　　　所

満濃

役場本庁

高篠小学校

四条小学校

満濃南小学校

長炭小学校

満濃中学校

勤労青少年ホーム

吉野公民館

四条公民館

高篠ふれあいセンター

なごみ館

かりんの丘公園

かりん温泉

琴南

琴南支所

琴南小学校

琴南中学校

琴南公民館

エピアみかど

美霞洞温泉

仲南

仲南支所

仲南小学校

塩入温泉

サン・スポーツランド仲南
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敬
老
祝
い
金
・
高
齢
者
慰
問
・
敬
老
会
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

敬
老
祝
い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

ま
ん
の
う
町
の
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿

を
祝
福
す
る
た
め
に
、
９
月
８
日
（
火
）、
９

日
（
水
）
に
は
、
町
長
が
１
０
０
歳
以
上
の

方
を
お
伺
い
し
、
祝
い
金
（
５
万
円
、
う
ち

ま
ん
の
う
町
商
品
券
５
千
円
）
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
９
月
中
に
各
地
区
の
民
生
委

員
が
、
77
、
88
、
99
歳
の
方
を
お
伺
い
し
、

祝
い
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
祝
い
金
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
齢
者
慰
問
が
行
わ
れ
ま
す

　

９
月
８
日
（
火
）、
９
日
（
水
）
に
は
、
町

長
が
95
歳
と
１
０
０
歳
以
上
の
方
を
お
伺
い

し
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
尽
く
さ

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
記
念
品
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
右
記
の
方
を
除
く
、
平
成
21

年
９
月
１
日
現
在
で
90
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
、
９
月
中
に
各
地
区
の
民
生
委
員
が
お

伺
い
し
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

9
／
13
（
日
）
に

町
の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

今
年
度
の
敬
老
会
は
、
平
成
21
年
９
月
１

日
現
在
で
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
綾
歌

総
合
文
化
会
館
（
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
・
丸
亀
市

綾
歌
町
栗
熊
西
１
６
８
０
）
で
午
前
９
時
〜

午
前
11
時
40
分
の
午
前
の
み
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
、
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団
に
よ

る
大
衆
演
劇
な
ど
が
催
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た

方
に
は
、記
念
品
（
ま
ん
の
う
町
商
品
券
な
ど
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
適
用
福
祉
用
具
は
、
指
定

事
業
者
か
ら
の
購
入
を

　

福
祉
用
具
を
購
入
し
た
際
に
介
護
保
険
給

付
の
対
象
と
な
る
に
は
、
購
入
先
が
、
専
門

の
資
格
者
（
福
祉
用
具
相
談
員
）
の
い
る
介

護
保
険
適
用
指
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

ご
購
入
の
際
は
、
事
前
に
役
場
健
康
増
進

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室
ま
た
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に
ご
相
談
い
た
だ
く

か
、
販
売
店
で
介
護
保
険
給
付
の
適
用
方
法

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室

　
　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
５

慢
性
疾
患
が
あ
る
方
や
妊
娠
さ
れ
て

い
る
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
特

に
ご
注
意
を

　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
秋
以

降
に
流
行
し
ま
す
が
、
今
年
の
秋
以
降
に
は

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
重
な
っ
て
流
行
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
流
行
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
感
染
し
た
ほ
と
ん
ど
の
方
は
比
較
的

軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回
復
し
て
い
ま
す
が
、

持
病
の
あ
る
方
な
ど
、
感
染
す
る
こ
と
で
重

症
化
す
る
危
険
性
の
あ
る
こ
と
が
あ
る
程
度

分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

■
特
に
注
意
が
必
要
な
方

　

慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、
糖
尿

病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
、
腎
機
能
障
害
、
ス

テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど
に
よ
る
免
疫
機
能
不
全
、

妊
婦
、
幼
児
、
高
齢
者

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　

急
な
発
熱
、
せ
き
、
の
ど
の
痛
み
、
関
節
痛
、

倦け
ん

怠た
い

感か
ん

、
下
痢
な
ど

■
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と

①
外
出
後
の
う
が
い
・
手
洗
い
の
徹
底
。

② 

熱
や
せ
き
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ

る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
。

③ 

慢
性
疾
患
が
あ
る
方
や
妊
娠
し
て
い
る
方

は
、
症
状
が
出
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
主
治
医
と
よ
く
相
談
し
て
お

く
。

④ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

方
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
医
療
機
関

に
ま
ず
は
電
話
で
相
談
し
、
受
診
時
間
や

受
診
方
法
な
ど
を
聞
く
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
（
中
讃
保
健
福
祉
事
務

所
内
）

　

薀
０
８
７
７
（
２
４
）
９
９
６
２

　
　

※ 

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
７
７
（
２
４
）
８
３
４
１

高
齢
者
や
障
害
者
の
あ
ん
し
ん
相
談

会
（
無
料
）

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
日
常
生
活

を
送
る
た
め
に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
成

年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）
な
ど
に
つ
い
て
の

総
合
的
な
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■ 

日
時
／
９
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

■ 

会
場
／
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
・
ホ
ー

ル
棟
６
階
（
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２̶

１
）、

山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
三
豊
市
山
本
町

財
田
西
３
７
５
）、
土
庄
町
総
合
福
祉
会
館

（
土
庄
町
甲
６
１
１̶

１
）

■ 

対
象
者
／
高
齢
者
、
障
害
者
、
そ
の
家
族

お
よ
び
関
係
者

■
相
談
方
法
／
個
別
相
談

■ 

相
談
員
／
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
精

数
え
年

祝
い
金

77
歳

（
喜
寿
）

1
万
円

うち
まんのう町商品券5,000円

88
歳

（
米
寿
）

2
万
円

99
歳

（
白
寿
）

3
万
円
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神
保
健
福
祉
士
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）
専
門
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

薀
０
８
７
（
８
６
１
）
８
８
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
７
（
８
６
１
）
２
６
６
４

電
話
で
の
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」

　

薀
０
８
７
（
８
１
５
）
５
３
１
１

■
期
間
／
９
月
６
日
（
日
）
〜
12
日
（
土
）

■
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

※
土
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
。

■ 

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
や
高
松
法
務
局

職
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
一
課

　

薀
０
８
７
（
８
１
５
）
５
３
１
１

国
民
年
金
保
険
料
に
係
る
収
納
業
務

の
一
部
が
民
間
委
託
さ
れ
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
「
電
話
・

文
書
・
個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
業
務
」

に
つ
い
て
、
段
階
的
に
民
間
委
託
を
実
施
し

て
お
り
、
香
川
県
内
に
お
い
て
も
平
成
21
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
民
間
委
託
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険

庁
が
行
っ
て
き
た
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納

業
務
の
一
部
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
低

コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を
収
納

す
る
場
合
に
は
、
お
客
様
が
保
険
料
の
納
付

書
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

　

民
間
事
業
者
が
指
定
し
た
口
座
に
保
険
料

振
り
込
み
の
依
頼
を
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

基
礎
年
金
に
係
る
国
庫
負
担
割
合
が

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
６
月
26
日
に
、「
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
と
「
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

基
礎
年
金
に
対
す
る
国
庫
負
担
割
合
が
３
分

の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期

間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
全
額
免
除
の
場
合

で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
は
納
付
し
た
月
の
３
分

の
１
と
し
て
計
算
し
て
い
た
も
の
が
２
分
の

１
に
な
り
、
半
額
免
除
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

納
付
し
た
月
の
３
分
の
２
と
し
て
計
算
し
て

い
た
も
の
が
４
分
の
３
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

計
算
方
法
が
変
更
に
な
る
の
は
、
平
成
21
年

４
月
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間
か

ら
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課

　

薀
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

満
濃
保
健
セ
ン
タ
ー
が
公
民
館
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

昭
和
59
年
に
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り

の
推
進
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
た
「
満
濃
保

健
セ
ン
タ
ー
（
ま
ん
の
う
町
吉
野
）」
が
９
月

30
日
を
も
っ
て
閉
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

閉
館
後
は
改
修
工
事
を
行
い
、
吉
野
公
民

館
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
教
育
委
員
会

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
８

交
通
安
全
・
国
民
年
金
・
満
濃
保
健
セ
ン
タ
ー
・
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

9月21日（月）～30日（水） 
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中 
　の交通事故防止 
○すべての座席のシートベルトとチャイル 
　ドシートの正しい着用の徹底 
　「後ろの安全は前の安心」 
○飲酒運転の根絶 
○交差点およびその付近での交通事故防止 
　「さぬきとまろう運動」 

まんのう町交通安全対策推進協議会 

デマンド乗合タクシーの利用申し込みをされた皆さまへ 

　先月号（一緒に配布したチラシも含みます。）で
もお知らせしたように、11月から「デマンド乗合タ
クシー」の実証運行が始まります。 
 
■申込書を提出しただけでは、登録完了にはなり
ません 
　利用申込書をご提出された方には、予約センタ
ーから申し込み内容の確認を郵便で行っています。
その際に、タクシーの乗り降りに時間が掛かるなど
運転手に知っておいてほしいことや気掛かりなこ
とがあれば、ご相談ください。これが終了すれば、
登録完了となります。 
 
■場合によっては、自宅での確認作業も行います 
　利用者の利便性向上とタクシーの効率的な配車
のために、場合によっては、乗車場所の確認を、申
込者と確認しますので、その際 
にはご協力をお願いします。 
 
【問い合わせ先】 
まんのう町企画政策課　�0877（73）0106
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選
挙
・
議
会
情
報

投
票
日
時

８
月
30
日
（
日
）、
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※ 

第
19
投
票
区
（
川
奥
集
会
場
）
の
投
票
時

間
は
午
前
７
時
〜
午
後
６
時
。

投
票
で
き
る
人
（
①
か
つ
②
）

① 

平
成
元
年
８
月
31
日
以
前
に
出
生
し
た
者

（
８
月
30
日
ま
で
に
満
20
歳
に
達
す
る
者
）

② 

ま
ん
の
う
町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
21

年
５
月
17
日
か
ら
引
き
続
き
ま
ん
の
う
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

一
定
の
事
由
が
あ
れ
ば
、「
代
理
投

票
」
が
認
め
ら
れ
ま
す

　

身
体
の
障
害
や
病
気
、
け
が
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
文
字
な
ど
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
方
に
は
、
代
理
投
票
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
に
ど
う
し
て
も
行
け

な
い
方
に
は
、
別
の
投
票
方
法
が

あ
り
ま
す

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
由
に
該
当
す
る

と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、
投
票
日
の
前
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

投
票
日
に
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が
あ

る
こ
と
。

② 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
ま
た
は

事
故
に
よ
り
、
自
分
の
投
票
区
の
区
域
以

外
に
い
る
こ
と
。

③ 

け
が
や
出
産
、
病
気
、
老
衰
な
ど
で
歩
く

の
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
。

④ 

引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、
他
の
市
町
村
に

住
ん
で
い
る
こ
と
。

▽
日
時
／
８
月
19
日
（
水
）
〜
29
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▽
場
所
／
町
役
場
本
庁
３
階
大
会
議
室

■
不
在
者
投
票

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、

「
不
在
者
投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
事
前
に
ま
ん
の
う
町
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

① 

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
、
選
挙
期
間
中
、
ま

ん
の
う
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て

い
て
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
で
投
票
す
る

場
合

② 
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
施
設
で
投
票
す
る
場
合

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、

「
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、

8
月
26
日
（
水
）
ま
で
に
そ
の
証
明
書
を
添

え
て
投
票
用
紙
な
ど
を
、
ま
ん
の
う
町
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
障
害
の
程
度

が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
者

② 

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態

区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
者

■ 

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
お
け
る

代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
、

さ
ら
に
身
体
の
障
害
が
一
定
の
基
準
を
満
た

せ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
ま
ん
の
う
町
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
に
届
け
出
た
者
（
選
挙
権
を

有
す
る
者
に
限
り
ま
す
。）
に
投
票
に
関
す
る

記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
０

【
議
会
情
報
】

第
５
回
ま
ん
の
う
町
議
会
臨
時
会

会
期
／
７
月
14
日

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
べ
き
者

の
推
薦
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
に
、
町
議
会
か
ら
中

川
榮
氏
、
武
田
正
治
氏
、
橋
塚
弘
氏
、
川

原
弘
樹
氏
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
政
に
私
た
ち
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日

8／ 30
投票所一覧表

区域 投票区 投票所

満濃

第１投票区 種子集会場
第２投票区 塩田集会所
第３投票区 長炭地区活性化センター（なごみ館）
第４投票区 長尾会館
第５投票区 満濃保健センター
第６投票区 神野自衛消防屯所
第７投票区 勤労青少年ホーム
第８投票区 まんのう町役場
第９投票区 満濃農村環境改善センター
第10投票区 羽間集会場
第11投票区 高篠ふれあいセンター
第12投票区 西高篠集会所
第13投票区 公文下自治会集会場

琴南

第14投票区 梶洲集落センター
第15投票区 まんのう町役場琴南支所
第16投票区 琴南公民館
第17投票区 琴南総合センター
第18投票区 西谷農村活性化センター
第19投票区 川奥集会場

仲南

第20投票区 春日公民館
第21投票区 帆山公民館
第22投票区 新目小国会館
第23投票区 仲南北幼稚園

　どの投票所になるかは、投票日前に送付される
「投票入場券」でご確認ください。

お
断
り
／
7
月
21
日
に
衆
議
院
が
解
散
し
た
た
め
に
、
選
挙
の
お
知
ら
せ
を
今
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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貯
筋
講
座
� 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

貯
筋
講
座

　

当
初
、
体
重
や
脂
肪
量
、
筋
肉
量
、
基
礎

代
謝
量
な
ど
を
測
定
し
て
か
ら
約
２
カ
月
。

こ
の
期
間
、
運
動
面
で
は
、
参
加
し
て
い
る

二
人
に
は
有
酸
素
運
動
で
あ
る
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
成

果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

す
き
間
時
間
を
活
用
し
、
運
動
量
の

確
保
を

　

Ａ
さ
ん
は
、
ま
と
ま
っ
た
運
動
時
間
を
確

保
で
き
ず
に
、
目
標
で
あ
る
週
４
回
以
上
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
達
成
で
き
て

い
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
時
間
を
確
保
す
る
よ
り
も
、
生
活
を

す
る
中
で
、
積
極
的
に
動
く
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
た
。
仕
事
場
で
の
移
動
は
、
階
段
を

使
っ
た
り
、
早
歩
き
を
し
た
り
、
買
い
物
の

と
き
も
意
識
し
て
歩
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
体
重
を
落

と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

　

Ｂ
さ
ん
は
、
順
調
に
効
果
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
急
激
な
体
重
の

減
少
が
気
に
な
り
ま
す
。
少
々
頑
張
り
過
ぎ

て
い
る
よ
う
で
す
。
体
重
を
落
と
す
こ
と
だ

け
を
目
標
に
し
て
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
た

め
て
き
た
筋
肉
が
落
ち
て
し
ま
い
、
基
礎
代

謝
が
減
少
し
、
逆
に
太
り
や
す
い
体
質
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
脂
肪

を
落
と
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

二
人
に
は
、
新
た
に
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
き
た
、

「
今
月
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
す
。
さ
て
、

効
果
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
体
重
計

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
体
脂
肪
率
の
変
化

を
、
今
後
は
注
目
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

運
動
だ
け
で
な
く
、
食
生
活
の
改
善

も
必
要

　

食
生
活
の
改
善
を
図
る
の
に
、「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
使
用
す
る
の
も
一
法
で
す
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
と
は
、
具
体
的
に
１

日
に
何
を
ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
よ
い
の
か

を
料
理
で
示
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
コ
マ

の
形
は
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
上
か
ら
主
食
・
副
菜
・
主

菜
を
示
し
、
面
積
と
数
で
食
べ
る
量
を
示
し

て
い
ま
す
。
栄
養
を
完
全
に
す
る
牛
乳
・
乳

製
品
（
左
）
と
果
物
（
右
）
は
コ
マ
の
先
に

示
し
て
い
ま
す
＝
下
図
参
照
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
う
こ
と

で
、
次
に
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
る

　

二
人
と
も
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
用

し
、
自
分
の
食
生
活
を
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、

ほ
ぼ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
コ
マ
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
主
菜
の
量
だ
け
は
コ
マ
か
ら
は

み
出
し
た
ま
ま
で
し
た
＝
左
図
。
副
菜
は
調

理
に
時
間
が
か
か
る
割
に
脇
役
で
し
か
な
い

の
に
対
し
、
主
菜
は
手
早
く
作
れ
て
主
役
と

し
て
食
事
が
成
り
立
ち
ま
す
。
そ
の
結
果
、

食
べ
過
ぎ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

摂
取
量
を
抑
え
る
に
は
、
例
え
ば
、
厚
切
り

肉
は
薄
切
り
に
し
、
野
菜
炒
め
な
ど
に
す
る

と
効
果
的
で
す
。

　

体
の
減
量
を
す
る
場
合
で
も
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
取
る
こ
と
は
基
本
で
す
。
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

コ
マ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
と
食
事
の
両
面
か
ら
自
分
の
体
を
し
ぼ
っ
て
い
く

測定データ（当初測定日から約2カ月後）

Aさん（女性、50歳代） Bさん（男性、30歳代）

身 長 157.0㎝ 171.7㎝

体 重 51.55㎏（＋0.05㎏） 69.50㎏（－7.75㎏）

体脂肪率 27.1％（－0.1％） 15.6％（－6.6％）

脂 肪 量 13.95㎏（－0.1㎏） 10.85㎏（－6.3㎏）

筋 肉 量 35.45㎏（＋0.05㎏） 55.60㎏（－1.4㎏）

BMI ※1 20.9（±0） 23.6（－2.7）

基礎代謝量 1,074kcal（＋3kcal） 1,628kcal（－59kcal）

約2カ月
間の取り
組み状況

① まとまった運動に取
り組むことができな
かった。
② ときどき間食をして
しまった。
③ 果物と牛乳・乳製
品を摂取するように
なった。

① 毎日、継続的な運動
ができた。週末は長
めに運動をした。運
動することが楽しみ
になった。
②間食を完全にやめた。
③ 牛乳・乳製品の摂取
　 量を減らし、果物
を毎日食べるように
なった。

運動目標

① こまめに動くこと。
1日7,000歩以上歩く
こと。
② 毎日、ストレッチン
グをすること。

① 運動を義務化せず
に、ゆったりと継続
的に行うこと。
② 筋力トレーニングの
実施。

食事目標
嗜好品を少なめにする
こと。

食事をバランスよくす
ること。

※１ 　肥満判定の一つの指標。体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長
（ｍ）で算出。BMI が22のときに疾患発症の危険性が
最小になるといわれています。

※かっこ内の値は、当初測定した数値と比較しての増減。

指導前 指導後 

Ａ
さ
ん 

Ｂ
さ
ん 

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5
5 4 3 2 1 1 2

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
2 1 1 2

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
2 1 1 2

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
2 1 1 2嗜好品 
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｜
 

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で ｜

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道
・
食
育
標
語

　

平
成
21
年
度
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
の

第
２
回
目
が
７
月
24
日
、
琴
南
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
町
の
保
健
師
か
ら
「
ま

ん
の
う
町
民
の
健
康
状
況
と
保
健
事
業
」
に

つ
い
て
の
講
話
が
、
三
豊
総
合
病
院
地
域
医

療
部
長
の
中
津
守
人
先
生
＝
写
真
＝
か
ら
「
国

民
の
健
康
状
況
と
生
活
習
慣
病
予
防
」
と
題

し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
中
津
先
生
が
行
っ

た
講
演
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近
づ
け
る

　

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
（
元
気
で
活
動
的
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
年
数
）
の
差
は
、
約
６
年
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
差
の
約
６
年
間
は
「
寝
た
き
り
期
間
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
寝
た
き
り
の
原
因
の
３
割
以
上
は
脳

血
管
疾
患
と
い

う
調
査
結
果
が

あ
り
ま
す
。
そ

の
疾
患
は
、
動

脈
硬
化
に
よ
り

起
こ
る
も
の
で

す
。

　

動
脈
硬
化
に

な
る
原
因
と
し
て
、
年
齢
や
性
別
、
家
族
歴

と
、
肥
満
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
要
素
で
す
が
、

後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
な
ん
と
か
で
き

る
要
素
で
す
。
さ
ら
に
、
後
者
の
項
目
を
よ

く
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
普
段
の
生
活
習
慣
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
動
脈
硬
化
の
進
展
が
心
臓
病
や
脳
卒
中

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

特
定
健
診
を
受
け
て
、
現
状
の
把

握
を

　

脳
卒
中
や
心
臓
病
の
発
症
リ
ス
ク
は
、
肥

満
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
症
の
４

因
子
の
う
ち
、
危
険
因
子
一
つ
で
５
・
１
倍
、

危
険
因
子
二
つ
で
５
・
８
倍
、
危
険
因
子
三
〜

四
つ
で
何
と
31
倍
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
危
険
性
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、「
特

定
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
健
診
は
40
歳

〜
74
歳
を
対
象
に
行
わ
れ
、
へ
そ
の
高
さ
で

測
っ
た
腹
囲
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
脂
質
、
血
圧
、
血
糖
、

喫
煙
歴
を
基
に
、
一
定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、

そ
の
人
に
危
険
信
号
が
と
も
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異

常
症
の
原
因
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
な
の
で
、

こ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
根
本
的
に
は
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
。

１
日
１
杯
の
牛
乳
で
丈
夫
な
骨
を

　

寝
た
き
り
の
原
因
の
第
２
位
は
、
骨
粗
し
ょ

う
症
で
す
。
年
齢
別
に
見
る
と
、
そ
の
発
症

頻
度
は
、
男
性
で
は
80
歳
を
過
ぎ
な
い
と
増

加
し
な
い
の
に
対
し
、
女
性
で
は
50
歳
代
か

ら
段
階
的
に
増
加
し
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
危
険
因
子
と
し
て
は
、

女
性
や
家
族
歴
、
や
せ
、
骨
折
歴
、
閉
経
、

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
、
日
光
不
足
、
運
動
不
足
、

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
食
生
活
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
転
ば
な
い
た
め
の
日
常
の
工
夫
と

し
て
、
足
の
裏
を
敏
感
に
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
れ
に
は
、
足
の
指
で
グ
ー
・
チ
ョ

キ
・
パ
ー
と
何
回
も
繰
り
返
し
て
み
る
の
が

簡
単
で
す
。

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活改
善推進協議会の上村廣子さん＝写真右＝
と、特別ゲスト・堀田修平くん＝写真中央。

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）
は、町ホームページや、健康増進課、各
支所の窓口で手に入ります。

絶賛放送中 

「泣いている 
　残してしまった 
　　食べ物が」 

仲南小学校6年 

西原 遥菜 

「好ききらい 
　勇気を出して 
　　まず一口」 

仲南小学校5年 

森近 卓哉 
※所属名と学年は、応募時のもの 
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

にんじんはみじん切り、 
鶏もも肉としめじは 
一口サイズに切り、 
�を加えて炊飯する。 

グリンピースを 
並べたラップの 
上にごはんを 
載せて包む。 

ラップごはん 

かき玉汁の 
野菜 

フルーツ 
サラダの 
野菜 

ラップ ごはん 
（上） 

グリンピース 
（下） 

フライパンで 
薄焼き卵を作り、 
4つに切る。 
図のように並べ 
ラップで包む。 

ラップ 
ごはん 

たまご 

ラップ、のり、チーズ、 
ごはんの順に載せ、 
ラップで丸める。 

十字に切り込みを 
入れる。 

ラップ ごはん 

のり 

チーズ 

フルーツ 
サラダの 
ヨーグルト 

ラ
ッ
プ
ご
は
ん
の 

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ 

ラップ 
ごはんの 
鶏もも肉、 
卵 

フルーツサラダの 
果物 

かき玉汁 
の卵 

ラップごはん ラップごはん 

●エネルギー 455kcal ●タンパク質 13.7ｇ ●脂質 7.7ｇ ●食物繊維 2.1ｇ ●食塩 1.6ｇ ラップごはん、ワカメのかき玉汁、フルーツサラダ 

カラフルで楽しいラップごはんを、 
子どもと一緒に作って食べよう。 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●米 2.5合　�｛●水 470cc　●酒 大さじ1・小さじ 2　●しょうゆ 大さじ1・小さじ1 
●塩 小さじ1/2弱｝　●鶏もも肉 80g　●にんじん 1/4本　●しめじ 15g　 
●グリンピース 12粒　●焼きのり 2枚　●スライスチーズ 1枚　●卵 1個　 
●砂糖 小さじ1　●油 小さじ1/2

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

1

4

2

3

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
食
育
だ
よ
り

　

が
ん
は
、
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
す
。
し

か
し
、
診
断
と
治
療
の
進
歩
に
よ
り
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
で
は
、
女
性
特
有
の
が
ん

の
検
診
受
診
率
が
低
い
こ
と
か
ら
経
済
危
機

対
策
に
お
け
る
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
一
定
の
年
齢

に
達
し
た
女
性
（
５
歳
刻
み
で
絞
り
込
み
）

に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

該
当
す
る
方
（
今
年
度
で
８
月
末
ま
で
に
両

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
を
除
き
ま
す
。）
に

は
、
町
か
ら
８
月
下
旬
ご
ろ
に
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
検
診
の
受

診
間
隔
は
医
学
的
に
は
２
年
に
１
回
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
町
で
は
両
検
診
を
隔

年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
措
置
は
特

別
な
の
で
、
今
ま
で
の
受
診
間
隔
に
は
影
響

し
な
い
も
の
と
し
て
扱
い
ま
す
。

実
施
期
間

　

平
成
21
年
９
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

　

※
休
診
日
を
除
き
ま
す
。

実
施
場
所

　

町
実
施
の
集
団
検
診
場
所
ま
た
は
町
指
定

の
医
療
機
関

　

※
詳
し
く
は
、
案
内
文
書
を
参
照
の
こ
と
。

対
象
者
の
生
年
月
日

持
参
物

　

健
康
保
険
証
と
、
お
送
り
す
る
「
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
２
６

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
受
診
を

子宮頸がん検診
生　年　月　日

昭和63（1988）年4月2日～平成元年（1989）年4月1日
昭和58（1983）年4月2日～昭和59年（1984）年4月1日
昭和53（1978）年4月2日～昭和54年（1979）年4月1日
昭和48（1973）年4月2日～昭和49年（1974）年4月1日
昭和43（1968）年4月2日～昭和44年（1969）年4月1日

乳がん検診（検診方法：視触診およびマンモグラフィー検診）
生　年　月　日

昭和43（1968）年4月2日～昭和44年（1969）年4月1日
昭和38（1963）年4月2日～昭和39年（1964）年4月1日
昭和33（1958）年4月2日～昭和34年（1959）年4月1日
昭和28（1953）年4月2日～昭和29年（1954）年4月1日
昭和23（1948）年4月2日～昭和24年（1949）年4月1日
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ど
ん
ぐ
り
村
長
の
記
 

　

明
治
四
十
三
年
春
、
第
十
一
代
香
川
県
知

事
小
野
田
元も

と
ひ
ろ

氏
が
当
時
の
十
郷
村
に
お
い

て
大
規
模
な
植
林
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の

を
視
察
し
て
感
激
し
、
書
き
残
さ
れ
た
一
幅

の
書
が
役
場
の
二
階
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

後
の
世
を
は
か
り
て
植
う
る
く
ぬ
ぎ
山

　
　

と
と
せ
の
後
は
黄
金
な
る
ら
ん

　

当
時
、
日
露
戦
争
で
国
力
を
消
耗
し
た
日

本
、
特
に
農
村
は
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
り
、

そ
の
日
の
生
活
に
も
苦
し
む
人
た
ち
が
村
有

林
の
薪
を
あ
さ
る
姿
を
見
た
村
長
河
口
秋あ
き

次じ

氏
は
「
こ
の
ま
ま
に
し
て
は
お
け
な
い
。
も

し
こ
の
ま
ま
二
、三
年
も
放
置
す
れ
ば
六
百
町

歩
に
の
ぼ
る
山
々
は
丸
裸
に
な
っ
て
し
ま
う
」

「
そ
う
だ
植
林
だ
。
植
え
る
ん
だ
、
す
べ
て

の
山
々
に
。
村
民
に
は
苦
し
い
け
れ
ど
も
し

ば
ら
く
の
間
我
慢
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
固
く
決
意
し
、
わ
ら
じ
の
ひ
も
も
固

く
六
百
町
歩
の
山
々
を
実
地
踏
査
す
る
と
と

も
に
植
林
の
計
画
案
を
作
成
し
た
の
で
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
計
画
で
は
、
六
百
町
歩
の

う
ち
造
林
を
要
す
る
面
積
は
四
四
五
町
歩
。

こ
れ
を
毎
年
百
町
歩
ず
つ
植
林
し
て
四
年
で

完
了
す
る
計
画
書
を
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
村
に
と
っ
て
造
林
費
は
臨
時
的

な
経
費
で
あ
り
、
す
べ
て
借
財
に
待
つ
ほ
か

な
く
難
事
業
で
し
た
。
議
会
の
承
認
を
受
け

た
村
長
は
先
頭
に
立
っ
て
、
木
枯
ら
し
の
山

野
に
「
ど
ん
ぐ
り
」
を
拾
い
、
神
社
の
森
に

杉
の
実
を
拾
う
と
い
う
苦
心
を
重
ね
て
健
苗

を
育
成
し
、
明
治
四
十
三
年
二
月
待
望
の
植

樹
を
開
始
し
た
の
で
す
。

　

だ
が
、
世
間
の
目
は
冷
た
く
、
村
民
は
「
ど

ん
ぐ
り
村
長
」
と
呼
ん
で
の
の
し
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
村
長
の
決
意
は
固
く
明
治

四
十
四
、四
十
五
年
と
継
続
さ
れ
て
事
業
は
完

了
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
熱
の
人
、
実
行

力
の
人
、
河
口
秋
次
氏
は
不
幸
に
し
て
植
林

完
了
直
前
の
明
治
四
十
四
年
十
一
月
、
不
帰

の
客
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

河
口
氏
逝
い
て
す
で
に
百
年
、
氏
の
面
影

は
再
び
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
え

ら
れ
た
山
々
は
春
と
も
な
れ
ば
一
斉
に
芽
を

吹
き
、
そ
の
成
長
を
一
日
と
し
て
休
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
木

深
し
」
唐
の
詩
人
の
言
葉
を
借
り
る
ま
で
も

な
く
、
自
然
の
尊
さ
の
中
に
こ
そ
人
間
は
本

然
の
姿
を
発
見
し
ま
す
。
大
事
業
の
た
め
に

一
身
を
燃
や
し
尽
く
さ
れ
た
河
口
村
長
の
御

冥
福
を
お
祈
り
し
て
御
紹
介
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

（
文
責　

追
上　

大
平
良
正
）

　

私
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

か
ら
約
３
年
前
に
日
本
に
来
て
、
ま
ん

の
う
町
で
暮
ら
し
始
め
て
９
カ
月
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。

　

日
本
と
の
時
差
が
約
12
時
間
あ
る
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
は
、人
口
約
１
、１
０
０
万

人
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
つ
南
半
球
最
大
の

都
市
で
す
。
冬
は
短
く
、
６
、７
月
の

２
カ
月
ほ
ど
で
、
日
本
の
秋
ぐ
ら
い
の

気
候
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
警
察
官
を

し
て
い
ま
し
た
。
警
察
官
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
、
日
本
の
空
手
や
柔
術
な
ど

も
選
択
で
き
、
畳
の
部
屋
で
練
習
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
空
手
を
選
択
し
、
瓦

割
り
な
ど
も
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

射
撃
の
練
習
や
、
水
難
救
助
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
も
励
み
ま
し
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
は
、
生
活
に
は
と
て

も
便
利
な
街
で
あ
る
も
の
の
、
事
故
や

犯
罪
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
も

泥
棒
が
い
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
は
仕
事
を
し
て

い
る
間
で
も
、
家
に
泥
棒
が
入
り
は
し

な
い
か
と
心
配
で
し
た
。
そ
の
点
、
日

本
の
治
安
の
良
さ
は
と
て
も
い
い
こ
と

で
す
。

　

市
内
に
は
、
日
本
の
デ
パ
ー
ト
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
百
円
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
あ
り
、
日
本
か
と
思
う
よ
う

な
東
洋
人
街
「
リ
ベ
ル
ダ
ー
ジ
」
が
あ

り
ま
す
。
地
下
鉄
の
キ
オ
ス
ク
で
日
本

人
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
言
わ

れ
た
と
き
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ま
ん
の
う
町
に
来
て
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
た
の
は
、
自
然
の
美
し
さ
で
す
。

山
の
色
や
川
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
か

り
ん
会
館
か
ら
見
る
満
濃
池
の
景
色
も

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
満
濃
池
を

初
め
て
見
た
と
き
は
対
岸
が
見
え
ず
、

と
て
も
大
き
い
の
で
海
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
の
母
方
の
祖
母
は
日
本
人
で
、
私

は
日
系
３
世
に
な
り
ま
す
。
私
の
母
語

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
祖
母
は
話
す
こ
と

が
で
き
、
日
本
料
理
を
よ
く
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
魚
料
理
が
中
心
で
、
赤
飯

や
お
寿
司
な
ど
も
作
っ
て
く
れ
、
そ
の

た
め
私
は
刺
身
や
納
豆
な
ど
の
日
本
料

理
が
大
好
き
で
す
。

　

父
方
の
祖
父
母
は
イ
タ
リ
ア
人
な
の

で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
少
し
苦
手
で
、

話
を
す
る
と
き
は
ゆ
っ
く
り
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
て
き
ま
し

た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
暮
ら
し
て
い
る
長

男
と
は
３
年
く
ら
い
会
っ
て
い
ま
せ

ん
。
言
葉
や
文
化
は
違
っ
て
も
、
家
族

を
思
う
気
持
ち
は
一
緒
で
す
。
長
男
は

今
独
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の

で
、
早
く
日
本
で
家
族
一
緒
に
暮
ら
せ

る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
四
條　

オ
リ
オ
マ
ル
・
ア
パ
レ
シ
ー

ド
・
エ
ス
カ
ロ
ン
）

ブ
ラ
ジ
ル
の
中
に
溶
け
込
む
日
本
文
化

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉
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シ
リ
ー
ズ
 

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
（3）
」
 

社
会
の
ベ
テ
ラ
ン高

齢
者
の
人
権

　

65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
決
め
た
の
は

１
９
５
６
年
で
、
国
連
が
定
め
た
も
の
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
が
た
っ
て
日
本

は
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
、
65
歳
以
上

を
高
齢
者
と
す
る
の
に
違
和
感
も
出
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
前
期
高
齢
者
・
後
期
高
齢

者
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
前
期
高
齢
者
に

は
元
気
な
人
が
多
く
、
社
会
参
加
に
意
欲

的
で
す
。
厚
生
労
働
省
も
「
能
力
は
年
齢

と
関
係
な
い
」
と
、
社
会
の
支
え
手
と
し

て
高
齢
者
の
活
躍
を
訴
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
就
労
や
地
域
活
動
な
ど
社
会
参

加
が
重
要
な
人
権
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
一
つ
で

す
。
後
期
高
齢
者
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
自
立
困
難
な
人
が
多
く
、
介
護
や
医
療

な
ど
が
重
要
な
人
権
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
は
貴
重
な
体
験
や
知
識
、
技
術

な
ど
を
持
っ
て
お
り
、
国
連
は
「
高
齢
者

は
社
会
の
ベ
テ
ラ
ン
」
と
す
る
新
し
い
高

齢
者
観
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の

見
方
を
見
直
し
た
い
も
の
で
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

長
尾
会
館
の
増
築
と
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

〔
平
成
22
年
2
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
〕

　

工
事
の
際
は
、
児
童
や
道
路
を
通
行
す
る
歩
行
者
、
自
転
車
、
車
両
な
ど
の
安
全

確
保
に
細
心
の
注
意
を
払
い
実
施
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
館
事
務
や
開
催
講
座
な
ど
に
つ
い
て
は
、
９
月
か
ら
会
館
西
駐
車
場
に

設
置
す
る
仮
設
プ
レ
ハ
ブ
で
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

ク
ラ
ス
の
き
ず
な

　

ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
、
こ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
た

ち
学
級
委
員
が
中
心
に
な
っ
て
、
ク
ラ

ス
の
目
標
を
考
え
て
い
た
時
の
こ
と
で

す
。「
学
級
目
標
は
、
ど
ん
な
の
が
い
い

で
す
か
。」
と
み
ん
な
に
聞
き
ま
し
た
。

み
ん
な
は
だ
ま
っ
た
ま
ま
、
す
わ
っ
て

い
ま
し
た
。「
何
で
答
え
て
く
れ
な
い
の

だ
ろ
う
…
。」
と
、
ぼ
く
は
と
て
も
不
安

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
近
く
の
人
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
う
と
、
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

相
談
が
終
わ
り
、
五
つ
ほ
ど
目
標
が
出

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、
ぼ
く

の
心
に
折
れ
る
ほ
ど
の
い
た
み
が
走
っ

た
の
で
す
。

　
「
そ
の
目
標
は
、
い
や
や
。」
と
か
、「
そ

の
目
標
は
で
き
ん
や
ろ
。」
と
か
自
分

勝
手
な
発
言
が
数
名
か
ら
出
て
き
た
の

で
す
。「
意
見
が
あ
る
な
ら
手
を
挙
げ
て

言
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う
と
、だ
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
考
え
よ

う
と
も
せ
ず
に
、
む
だ
話
を
す
る
人
も

出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
み
ん
な

で
は
げ
ま
し
合
い
、
協
力
し
て
一
つ
の

こ
と
に
取
り
組
み
、
き
ず
な
を
深
め
る

目
的
で
六
月
十
九
日
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
を
し
ま
し
た
。
二
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、三
日
間
練
習
し
ま
し
た
。
練
習
の
時
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
苦
手
な
子
に
向
か
っ

て
「
取
れ
や
。」
と
言
っ
て
相
手
を
傷
つ

け
る
言
葉
を
言
う
子
は
お
ら
ず
、「
ど
ん

ま
い
。」
や
「
お
し
い
。」
等
の
ほ
め
言

葉
が
自
然
と
言
え
て
い
た
の
で
す
。
み

ん
な
笑
顔
で
笑
い
声
や
は
げ
ま
し
の
言

葉
が
、
大
空
へ
ひ
び
き
ま
し
た
。
結
果

は
悪
く
て
も
、
一
人
一
人
が
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
相
手
の
こ
と
を

何
一
つ
考
え
ず
に
、
と
げ
の
あ
る
言
葉
を

言
う
の
で
は
な
く
、
自
分
に
言
わ
れ
た

ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
か
と
、
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
相
手

の
傷
つ
い
た
心
は
な
か
な
か
治
り
ま
せ

ん
。
心
を
傷
つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
最
初
か

ら
言
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
友
達
が
困
っ
て
い
る
時
は
、
自

分
か
ら
声
を
か
け
、
は
げ
ま
し
合
っ
て
い

く
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
き
ず
な
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

満濃南小学校
6年
松浦 直輝
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印有効◆作成上の注意／「家庭の日」
を中心に、明るい家庭づくりや青少

年の活動を進める「地域ぐるみ運動」

を表すものであること。対象（年齢）

にふさわしい題材、描写であること。

「家庭の日」、「明るい家庭」などの言

葉を入れること。四つ切りの大きさ

の画用紙を使用のこと。◆作品の提
出先／小学生・中学生・高校生は、
学校に提出。一般の方は直接提出。

◆その他／作品は未発表のものに限
ります。作品には、小学生・中学生・

高校生は学校名・氏名・学年を、一

般の方は住所・氏名を明記のこと。

ご記入いただいた個人情報は厳重に

管理し、本募集に関すること以外に

使用しません。応募は一人１点。応

募いただいた作品は原則としてお返

ししませんので、必要な方は下記ま

でご連絡ください。入賞作品の著作

権は、主催者に帰属し、主催者にお

いて広報資料に活用。入賞者につい

ては、学校名・学年（一般の方は市

町名）・氏名を公表。

【作品提出先／問い合わせ先】
青少年育成香川県民会議事務局

（香川県総務部県民活動・男女共同

参画課内）　薀087（832）3196

◆平成21年度自衛官採用試験
■ 防衛大学校（幹部自衛官を養成す

るコース）

◆応募資格／高卒（見込みを含みま
す。）で21歳未満の者◆受付期間／ 9
月7日（月）～10月2日（金）◆第1次試
験／ 11月7日（土）、8日（日）
■ 防衛医科大学校（医師である幹部

自衛官を養成するコース）

◆応募資格／高卒（見込みを含みま
す。）で21歳未満の者◆受付期間／ 9
月7日（月）～10月2日（金）◆第1次試
験／ 10月31日（土）、11月1日（日）
■ 看護学生（自衛隊病院などの看護

師を養成するコース）

◆応募資格／高卒（見込みを含みま
す。）で24歳未満の者◆受付期間／ 9
月7日（月）～10月2日（金）◆第1次試
験／ 10月24日（土）
【問い合わせ先】
自衛隊善通寺地域事務所

　薀0877（63）2363

◆ 平成22年度香川県立農業
大学校学生

◆受験資格／【推薦入試】香川県内
の高等学校を平成22年3月卒業見込

みの者で、卒業後に香川県内におい

て農業経営または農業・農村におけ

る指導者を志す者。推薦基準は、学

習成績概評がＣ段階以上で本校専願

者に限ります。【一般入試】高等学校

を卒業した者（平成22年3月卒業見込

みの者を含みます。）またはこれと同

等以上の学力を有すると知事が認め

た者。◆募集コース／担い手養成科
（修学期間2年）野菜園芸、花き園芸、

果樹園芸、造園緑化、畜産コース◆

募集人員／ 5コース合わせて45人◆
受付期間／【推薦入試】10月1日（木）
～15日（木）※当日の消印有効、【一

般入試・前期】12月7日（月）～21日

（月）※当日の消印有効、【一般入試・

後期】平成22年2月22日（月）～3月1

日（月）※当日の消印有効◆試験日／
【推薦入試】10月22日（木）、【一般入

試・前期】平成22年1月7日（木）、【一

般入試・後期】平成22年3月8日（月）

◆試験内容／【推薦入試】小論文1課
題（60分、800字程度）、面積、【一般

入試】小論文1課題（80分、1,000字程

度）、面接◆試験会場／県立農業大
学校

【資料請求先／問い合わせ先】
香川県立農業大学校

　薀0877（75）1141

　〒766-0004

　仲多度郡琴平町榎井34－3

※ 資料請求の場合は、返信用切手

200円分を同封のこと。

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

 氏　名 誕生月日 保護者名 地区

  6.21 憲二 炭所西

  6.23 啓介 西高篠

  6.24 重幸 長尾

  6.26 隆志 長尾

  7. 1 省吾 公文

7月届け出分

7月届け出分

 死亡者名 死亡月日 年齢 地区

  6.30 83 岸上

  6.30 82 七箇

  7. 3 81 公文

  7. 3 67 吉野下

  7. 3 81 東高篠

  7. 4 79 炭所西

  7. 5 87 東高篠

  7. 5 89 長尾

  7. 6 97 七箇

  7.12 54 吉野

  7.18 52 岸上

  7.20 72 吉野下

  7.20 96 造田

  7.21 89 造田

  7.22 96 七箇

  7.23 96 岸上

  7.24 78 中通

  7.26 95 吉野

  7.27 102 勝浦

  7.28 73 東高篠

  7.30 99 長尾

 氏　名 誕生月日 保護者名 地区

  7. 3 優二 中通

  7. 4 良介 七箇

  7. 8 良典 吉野

  7.22 陽介 東高篠

  7.27 隆宏 吉野下

黒
くろ

木
き

暖
はる

斗
と

小
こ

西
にし

萌
もえ

香
か

中
なか

山
やま

友
ゆ

梨
り

咲
さ

泉
いずみ

田
だ

葵
あお

衣
い

井
い

坂
さか

紗
さ

埜
や

廣
ひろ

霖
せ

久
く

仁
に

江
え

増
ます

田
だ

智
ち

惠
え

子
こ

香
か

川
がわ

勝
かつ

芳
よし

藤
ふじ

川
かわ

美
み

智
ち

子
こ

宮
みや

川
がわ

則
のり

夫
お

西
にし

山
やま

貞
さだ

義
よし

京
きょうかね

スヱノ

中
なか

田
た

モ ト

大
おお

西
にし

政
まさ

子
こ

吉
よし

原
はら

冷
れい

子
こ

田
た

岡
おか

闊
ひろ

之
ゆき

石
いし

原
はら

忠
ただ

義
よし

香
か

川
がわ

正
まさ

之
ゆき

岡
おか

田
だ

ヒサ子
こ

松
まつ

内
うち

ミ ネ

増
ます

田
だ

チヨ子
こ

宮
みや

地
じ

松
まつ

美
み

古
ふる

市
いち

マサヱ

中
なか

川
がわ

フサヱ

三
み

闢
さき

　 雅
ただし

増
ます

田
だ

フジノ

佐
さ

野
の

寛
ひろ

人
と

渡
わた

辺
なべ

彩
あや

乃
の

山
やま

地
じ

　 丞
たすく

寺
てら

嶋
じま

穂
ほ の り

莉

三
み

井
い

ひなの
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　取引や証明にはかりを使用する方

は、計量法により2年に1回定期検査

を受けなければなりません。

　この定期検査を次の日程で実施し

ますので、必ずいずれかの会場で検

査を受けてください。

①◆とき／ 9月2日（水）◆会場／仲
南農改センター②◆とき／ 9月3日
（木）◆会場／まんのう町役場③◆と
き／ 9月4日（金）◆会場／まんのう
町役場④◆とき／ 9月9日（水）◆会
場／琴南公民館
※ 時間は、いずれも午前10時～午後

3時。

⑤◆日時／ 9月18日（金）午前10時～
午前11時30分◆会場／まんのう町役
場※この日の検査は実施されない場

合がありますので、なるべく①～④

でご対応ください。

【問い合わせ先】
香川県計量検定所

　薀087（881）2517

まんのう町産業経済課

　薀0877（73）0105

◆申込期限／ 9月11日（金）◆申込場
所／企画政策課、各支所、美合出張
所◆受取場所／申し込みをされた場
所と同様※代金と引き換え。11月下

旬ごろを予定。◆種類／【県民手帳】
縦14.5㎝×横8.3㎝、400円（税込み）、

【県民ノート】縦17.5㎝×横11.0㎝、

500円（税込み）

【問い合わせ先】

まんのう町企画政策課

　薀0877（73）0106

◆無料調停相談会
◆相談内容／交通事故、多重債務、
土地建物、近隣関係、家庭問題、相

続関係など◆その他／受付は先着順
【丸亀会場】

◆日時／ 9月16日（水）午前9時30分
～午後3時◆会場／丸亀市民会館（丸
亀市大手町2－4－20）2階第6会議室

【問い合わせ先】
丸亀調停協会　薀0877（23）5270

【善通寺会場】

◆日時／ 9月26日（土）午前10時～午
後3時◆会場／善通寺市民会館（善通
寺市文京町3－3－1）2階小会議室

【問い合わせ先】
善通寺調停協会　薀0877（62）0315

◆ 中小企業に関する無料法律
相談会

◆日時／ 9月16日（水）午後3時～午
後5時◆会場／香川県弁護士会館（高
松市丸の内2－22）◆相談方法／弁護
士による面談◆相談内容／事業承
継、事業再生支援、労使関係、各種

社内規定の策定、コンプライアンス

体制の構築など◆その他／予約制。
9月11日（金）まで受け付けますが、

定員になり次第締め切らせていただ

きます。

【予約先／問い合わせ先】
香川県弁護士会　薀087（822）3693

◆ 弁護士・司法書士らによる
多重債務者無料相談会

◆日時／ 9月19日（土）午前10時～午
後4時◆会場／香川県弁護士会館（高
松市丸の内2－22）、善通寺市総合会

館（善通寺市文京町2－1－4）◆定員
／各会場とも20人※先着順。要電話

予約。◆申込期限／ 9月14日（月）
【問い合わせ先】
香川県総務部県民活動・男女共同参

画課　薀087（832）3172、3175

◆動物愛護フェスティバル
◆日時／ 9月23日（水）午前10時～午
後3時◆会場／サンポート高松1階展
示場・多目的広場（高松市サンポー

ト2－1）◆内容／ペットなんでも相
談、犬・猫の適正な飼い方講習、子

犬・子猫の里親探し、動物児童画コ

ンクールの表彰など

【問い合わせ先】
香川県健康福祉部生活衛生課

　薀087（832）3179

◆「法の日」週間記念
　無料法律相談
◆とき／ 10月1日（木）◆受付時間／
午前9時30分～午後3時30分※必ず時

間内に受付を済ませてください。◆

会場／高松家庭・簡易裁判所庁舎1
階（高松市丸の内2－27）◆相談方法
／面談による相談（30分程度）◆その
他／予約不要。受付順。
【問い合わせ先】
香川県弁護士会　薀087（822）3693

◆社会保険制度実務講習
◆日時／ 10月5日（月）～7日（水）午
後1時～午後5時◆会場／丸亀高等技
術学校（丸亀市港町307）◆内容／労
働保険・雇用保険・健康保険・年金

などの制度についての基礎的知識や

実務手続き◆講師／香川労働局、丸
亀公共職業安定所および香川社会保

険事務局善通寺事務所の職員◆募
集人員／ 15人◆対象者／在職者（社
会保険事務初心者）◆受講料など／
3,050円◆申込期限／ 9月24日（木）

◆税務講習
◆日時／ 10月14日（水）、21日（水）、
28日（水）午後1時～午後5時◆会場／
丸亀高等技術学校（丸亀市港町307）

◆内容／相続税を中心とした税務知
識◆講師／四国税理士会丸亀支部会
員◆募集人員／ 15人◆対象者／在
職者◆受講料など／ 3,000円◆申込
期限／ 9月30日（水）
【申し込み先／問い合わせ先】
香川県立丸亀高等技術学校キャリア

アップ担当　薀0877（22）2633

◆ 平成21年度青少年健全育
成「家庭の日」ポスター

◆応募資格／香川県内に住所を有す
る小学生・中学生・高校生・一般◆

応募期限／ 9月7日（月）※当日の消

はかりの定期検査を
受けましょう

募　　集

催　し　物

2010年版　県民手帳・
県民ノート予約受付中
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女
性
の
参
加
で
変
わ
る
ま
ち
づ
く
り

講演する岡内高松市副市長

　男女共同参画推進講演会が6月24日、役場本
庁で開かれ、講師に岡内須美子高松市副市長を招
き、約120人が講演を聞きました。
　この講演会は、町が昨年度策定した『まんのう
町男女共同参画プラン』の中で、男女共同参画の
考えに対し理解を深めるための啓発活動の一つ
に位置付けられ、今回第一弾の試みとして実施さ
れたものです。
　講演では、岡内さんが高松市職員だったころに、
女性が中心となって政策を考えた経験を述べ、「女
性が参加することで多文化共生につながり、そうす
ることで組織としても強くなります」と、女性の意
思決定の場への参加の重要性を訴えかけました。

阿部純也先生の指導の下、体操をする子どもら

　肥満児になるのを防ごうと、のびのびまんのうっ
子教室（まんのう町食育推進協議会主催）が7月4日、
琴南農村環境改善センターで開催され、町内の園
児・児童ら28人とその保護者13人が参加しました。
　はじめに、大塚滝子会長が「食べ物を選ぶ力、味
が分かる力、料理ができる力、自分の体を大事に
できる力、食べ物の命を感じる力の５つの力を、今
回の教室で身に付けてください」とあいさつ。その
後、種や断面の写真を見て野菜の名前を当てるゲー
ムや、風船を使っての運動などが行われました。
　このほか、子どもたちは用意された弁当箱に、
出来上がった料理を詰めながら、栄養バランスに
ついて学びました。

食
事
と
運
動
で
心
も
体
も
元
気
に

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

栗田町長に法務大臣のメッセージを伝える長尾会長＝手前右

　第59回社会を明るくする運動の出発式が7月1
日、役場本庁玄関前で行われました。
　この運動は、みんなが犯罪や非行の防止と、犯
罪をした人や非行のある少年の改善更生について
理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築こう
と、毎年7月に全国的に行われているものです。
　式では、長尾文昭仲多度地区保護司会長が法務
大臣からのメッセージを、朝倉安子仲多度地区厚
生保護女性会長が県知事からのメッセージを栗
田町長に伝えました。
　式終了後、広報車を出発させ、各地区で啓発活
動を行いました。

児童が作った作品を壁にかざし映像を見せる長野さん＝写真左

　出前ワークショップ（香川県立ミュージアム主
催）が6月24日、琴南小学校で開催されました。
　このワークショップは、見て、感じ、考え、学
ぶことで、子どもたちに豊かな心をはぐくんでも
らうとともに、夏休み限定の子ども向け展覧会で
展示する作品を作るために行われました。造形作
家の長野由美さんらの指導の下、全児童らは、帯
状の黒画用紙をセロハンテープでつなぎ、ステン
ドグラスのように赤・緑・黄・青色のセロハンを
はって、空に飛んでいたらいいなあと思う生き物
を作りました。
　作品が出来上がると、児童らは、作品に光を当
てて、映し出される映像を楽しんでいました。

作
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31
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で
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男女共同参画推進講演会 のびのびまんのうっ子教室

第59回社会を明るくする運動・出発式 出前ワークショップ
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平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

9月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 

Event Schedule in September

15

9
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

日 行　事　名 時　間 場　所

3（木）日
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

4（金）日 健康相談 13:30～14:00 帆山公民館

6（日）日
パパ・ママ（両親）学級
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

四条公民館

7（月）日 栄養相談（要予約／健康
増進課薀73‐0126）

役場本庁

9（水）日 心配ごと相談 9:00～12:00 琴南総合センター

10（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

11（金）日 離乳食講習（要予約／健
康増進課薀73‐0126）

高篠ふれあい
センター

14（月）日 健康相談 13:30～14:00新目小国会館

15（火）日
栄養教室
（高血圧と心臓病の予防
と改善／要予約／健康
増進課薀73‐0126）

9:30～12:30琴南農改センター

16（水）日 3歳児健診 13:30～14:30仲南農改センター

17（木）日
身体・知的障害者相談 9:00～12:00役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00吉野体育館

18（金）日
行政相談・人権相談 10:00～15:00 琴南公民館

健康相談 13:30～14:00 宮田公民館

19（土）日
無料法律相談
（要予約／まんのう町商
工会薀73‐3711）

まんのう町
商工会館

24（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

仲南農改センター

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

健康相談 10:00～11:30 エピアみかど

行政相談・心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

25（金）日 健康相談 13:30～14:00 春日公民館

27（日）日 胃・子宮がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

30（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 仲南農改センター

日 科 医療機関名 電話番号

6日
内科 林医院 75－5125

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

13日
内科 岩闢医院 75－5161

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

20日 内科 岩佐病院 73－3535

21日
内科 小国医院 75－2317

外科 岩佐病院 73－3535

22日 内科 おおにし病院 75－5101

23日 内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

27日 内科 森内科医院 73－4188

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 7月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 35（26） 221（204）

人身（件） 18（15） 105（115）

死亡（件） 0（ 1） 2（ 2）

救急出動
火災（件） 0（ 1） 9（ 9）

救急（件） 67（88） 545（549）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果
7
月
26
日（
日
）

まんのう町

グラウンドゴル

フ協会杯大会

長炭平山

グラウンド

参加：65人

優　勝：田中博文（神野）

準優勝：田岡　博（岸上）

第３位：末久　忠（吉野）

エコポイントと町商品券が交換可能に 
　詳しい内容については、音声告知放送や 
ホームページでお知らせします。 

【問い合わせ先】まんのう町商工会�（73）3711
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長炭小学校  4年  山下 湧哉 「のこり2年間よろしくね」 

長炭小学校  2年  小亀　 海 「いろいろななかまたち」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 
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琴
南
中
学
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、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

剣
道
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奏
楽
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し
か
あ
り
ま
せ
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が
、各
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マ
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コ
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向
け
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練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
激
励
の
た

め
に
、七
月
一
日
、期

末
テ
ス
ト
の
終
了

し
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体
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が
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わ
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ま
し
た
。 

　
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
始
ま
り
、運
動
部
の
入
場
で
す
。ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
の
私
は
、一
年
生
の
時
か
ら
大

会
に
出
場
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
最
後
の
大
会
と
い
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こ
と
で
今
ま

で
に
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
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ス
テ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
に
各
部
の
練
習
風
景
が
映
さ
れ
、

さ
ら
に
一
人
一
人
の
ア
ッ
プ
の
中
、保
護
者
の

方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
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ま
し

た
。琴
南
中
学
校
の
よ
う
に
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数
の
学

校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
の
だ
な
あ
と
、改

め
て
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
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ま
た
、母
が
こ
ん
な
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う
に
私
の
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と

を
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し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
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う

と
、頑
張
ら
な
け
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と
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い
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み
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ま
し
た
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実
は
去
年
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
は
私
以

外
に
下
級
生
一
人
の
二
人
し
か
部
員
が
い

な
か
っ
た
の
で
、総
体
で
も
新
人
戦
で
も

団
体
戦
に
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。し

か
し
、こ
の
春
新
入
部
員
が
六
人
も
入
っ

た
の
で
、や
っ
と
団
体
戦
に
も
出
場
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
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体
戦
な
ら
で
は

の
雰
囲
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や
意
気
込
み
を
後
輩
に
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わ

せ
ら
れ
る
と
思
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と
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年
生
と
し
て
自

分
自
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っ
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り
し
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と
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に
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持
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て
い
ま
す
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ま
た
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人
戦
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っ
と
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を
組
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で
き
た
下
級
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と
共
に
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、是
非
県
大
会
に
出
場
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
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期
末
テ
ス
ト
後
、朝
練
を
始
め
た
男
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
。放
課
後
武
道
館
か
ら
聞

こ
え
る
勇
ま
し
い「
面
！
」の
声
。そ
し
て
、

学
校
全
体
を
包
ん
で
い
る
楽
器
の
音
色
。

今
、暑
い
夏
を
迎
え
、琴
南
中
学
校
全
体

が
さ
ら
に
熱
く
燃
え
て
い
ま
す
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私
た
ち
三
年
生
に
と
っ
て
の
最
後
の
大

会
。全
力
で
戦
い
、忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

定額給付金の申請は 
お済みですか？ 

定額給付金の申請は 
お済みですか？ 

9月30日（水） 

【問い合わせ先】 
総務課定額給付金事業対策室 
　�（73）0100

申請期限は、 
 
 
　定額給付金の申請期限が迫っています。 
定額給付金の受給資格のある方で、申請が
お済みでない方はお早めに申請してください。
申請書を紛失したり、申請方法が分からなか
ったりするなど、ご不明な点があれば役場ま
でご連絡ください。 
　なお、期限までに申請がなかった場合は、
受給を辞退したものとみなされますので、
ご注意ください。 

琴南中学校  3年 
麻植 若菜 

今月の 
リポーター 


